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例    言

1 本書は、富山市婦中町鵜坂地内に所在する鵜坂 I遺跡の発掘調査報告書である。

2 調査は、タカノ興発株式会社 (代表取締役社長 高野二郎)が施行する「鵜坂の里」住宅団

地造成に伴 うものである。富山市教育委員会埋蔵文化財センター指導監理のもとに山武考古

学研究所が実施した。

3 遺跡の所在地、調査面積、調査期間、調査担当者は下記の通りである。

所在地   富山市婦中町鵜坂51番地 外

調査面積  321ポ

現地調査  平成19年 11月 5日 ～同年11月 16日

整理調査  平成20年 4月 1日 ～同年 4月 30日

調査担当者 平岡和夫・藤田登・田中寿明・越智徹・折原洋一

監理担当者 藤田富士夫・古川知明・堀内大介・細辻嘉門

4 発掘調査及び整理作業にあたり、江尻正夫氏にご教示とご協力を賜つた。記して感謝の意を

表するものである。

5 本書の執筆は、下記の通りである。

第 I章 古サ|1知明

第Ⅱ章 第Ⅳ章 第V章 折原洋一

第Ⅲ章 藤田登

凡    例

1 本遺跡の略記号はUS lである。

2 遺構の種別記号は次の通りである。

土坑・・・SK 溝・・・SD ピット・・・P

3 本報告書の遺構番号は平成 17年度調査の遺構番号と重複を避けるため頭となる数字に今回

の調査を示す 2を加えて二桁とし、201・ 20Xと いう形で表示した。

4 挿図中の方位は、座標北 (世界測地系)を示す。

5 本書の挿図の縮尺は下記の通りである。

遺跡全体図 1/2,500 地区全体図 1/600

遺構実測図 土坑・溝・ピット 1/40

遺物実測図 1/3を基本とし、一部の大型の製品については1/4を用いた。

6 遺物実測図で使用したスクリーントーンは以下の内容を示す。

亜に観黒色処理置垂翻赤彩麓罐翻スス置饉靱磨面睡重団敲打痕
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調査に至る経緯

鵜坂 I遺跡は、平成7年県営公害防除特別土地改良事業に先立ち、婦中町教育委員会により実施され

た分布調査で新たに発見された遺跡である。古墳時代から近世を主体とし、105,400だの範囲に広がる。

平成 9年 3月 、タカノ興発株式会社による分譲宅地 「鵜坂の里」造成工事が計画され、平成10年に

婦中町教育委員会が試掘確認調査を実施した。対象地58,295ポ のうち19,500ぽ に遺跡の所在を確認し

た。工事との調整の結果、道路部分4,480ポ について発掘調査が必要と判断されたため、タカノ興発株

式会社と婦中町教育委員会が平成17年 3月 協定を締結した。

平成17年 4月 の市町村合併により、発掘調査は富山市教育委員会埋蔵文化財センターの監理の下、山

武考古学研究所が実施することで調整がなされ、平成17年 5月 ～ 7月 に発掘調査を実施した (富山市

教委2005)。 この工事においては、宅地部分は保護盛土により保存された。

平成19年 10月 、鵜坂の里における個人住宅建築に伴 う埋蔵文化財の取扱い協議において、平成17年

の造成工事の際、タカノ興発株式会社が地震対策の要請から地盤調査で軟弱地盤と判断された区画に

ついて、本センターに事前の協議なしに保護盛上部分より下まで地盤改良が行われていた事実が判明

した。このため、タカノ興発株式会社に重機提供を求め、建築予定地 2区画の検証を行ったところ、地

盤改良工事は地表下 lmま で及んでおり、遺構面が損壊された区画 1か所、遺物包含層下部まで改良が

及んだ区画 1か所を確認した。

このため、地盤改良を行つた 5区画を含む未建築の 7区画についても、同様に遺構の遺存状況を確

認する作業が必要と判断されたため、タカノ興発株式会社と協議を行い、①市埋蔵文化財センター職

員立会の上民開発掘調査組織による掘削確認を行い、遺存状況を確認する。②掘削に要する重機はタ

カノ興発株式会社が提供する。③遺跡の損壊が認められる場合は引続き発掘調査を行 う。④調査等に

要する経費はタカノ興発株式会社が負担することとし、この方針について11月 1日 付けで市教委、タカ

ノ興発株式会社、山武考古学研究所の三者で協定を締結した。

検証作業の結果、 2区画は遺構面から20cm下まで地盤改良が及んでおり損壊が確認された。他の 2

区画は遺物包含層10cmま で地盤改良が及んでいた。残る5区画は遺物包含層・遺構が保護されているこ

とを確認 した。以上の結果に基づき、損壊が確認された 2区画は全面遺構検出作業を行つたが、遺構

は確認されなかつたため、検証調査を終了した。遺物包含層まで地盤改良が及んでいる 2区画につい

ては、遺構面まで10cm以内となり遺構が保護できない状況が生じたため、発掘調査が必要と判断され

た。このため、この 2区画については、建物建築部分計128ピ分を引続き発掘調査を実施することで協

議が整った。

発掘調査は平成 19年 11月 14日 まで行い、同日付けでタカノ興発株式会社へ引渡し、すべての作業を

完了した。その後平成20年 8月 30日 まで整理・報告書作成を行つた。なお調査は、タカノ興発株式会

社の全面的な協力により円滑に完了した。 (古川 )
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (1:25,000)
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

1 地理 的環境
鵜坂 I遺跡は、富山県富山市西部の神通川左岸沿いに位置する。なお、合併以前においては婦負郡

婦中町に属していた地区となる。遺跡のある地域は東を神通川に、西～北を呉羽山丘陵に、南を神通

川扇状地に囲まれた低地帯で、この低地帯の中央には神通川支流の井田川が西南から東北方向に向

かって走流し、この井田川と神通川に挟まれた地区に本遺跡は立地する。当地区には南東から北西方

向に走流する神通川の旧河道が複数認められ、神通川の氾濫を受けやすい地形を呈していたことが理

解できる。

遺跡内は、神通川沿いの低地帯とその西側に接して南北に走向する台地からなる。低地帯は現状に

おいては平坦となるが、平成10年度の試掘調査および平成17年度の発掘調査の結果より神通川沿いの

東側に微高地が、中央部に埋没谷が確認されている。埋没谷の西に南北方向に走向する台地が存在し、

台地の西側には旧神通川の河道が走流していることが知られる。遺跡はA～ Cの 3区に分かれ、A区

が遺跡北東部の微高地上、B区が西部の台地上、C区が遺跡南束部の微高地上に位置する。

2 歴史 的環境
周辺は、旧石器時代から中・近世までの各時代の遺跡が存在するが、その分布は時代ごとに偏在性

が認められる。

旧石器時代から縄文時代中期にかけては、本遺跡の北～西方に存在する呉羽山丘陵や射水丘陵裾部

台地上に集中して分布し、縄文時代晩期では神通川の東の扇状地から低地にも分布する。

弥生時代から古墳時代にかけては、沖積低地にも集落遺跡が見られるようになり、本遺跡の北～西

方の丘陵上に王塚古墳、勅使塚古墳を含む「国史跡」王塚・千坊山遺跡群、杉谷古墳群など多くの古

墳・墳丘墓が構築され、県内でも有数の古墳密集地域となっている。王塚古墳・勅伎塚古墳は県内最

古級の大型前方後方墳で、それより先行する時期には大治古塚墳墓、宮崎墳墓群、杉谷 4号墓などの

山陰地方との文化接触を物語る四隅突出墓を中心とした墳丘墓群が検出されている。古墳時代後期に

は呉羽山丘陵斜面に番神山横穴墓、金屋陣ノ穴横穴墓などの横穴が構築されるようになる。本遺跡で

はBoC区 より古墳時代の遺構・遺物が検出されており小規模な集落の存在が予想される。

古代では、低地部にも多くの集落が形成されるようになり、律令期の国郡制のもとでは婦負郡の郡

域に相当する。婦負郡は「和名類衆抄」によると十余の郷名が知られるが、史料的に裏付けられる例

は少なく、平城京出土木簡により川合郷のみ確認される。本遺跡周辺は大桑郷・高鳴郷・呈本郷のい

ずれかに該当することが想定されている (藤田富士夫2002)。 本遺跡の名称となる鵜坂という地名は万

葉集の中で越中守大伴宿祢家持が詠んだ「婦負郡の鵜坂河の辺 りにして作る歌一首」に見られ、当地

にある鵜坂神社は『延喜式』の神名帖に式内社として記載されている。鵜坂神社の北方に位置する本

遺跡ではA～ Cの各区より微量ながらも遺構 。遺物が存在し、中でもA区においては畑址や土坑・溝

が検出されている。

中世になると、本地域は新潟県小千谷市魚沼神社所蔵の大股若経嘉慶二年 (1338)二月付の奥書「婦

負郡宮河荘鵜坂社」などによつて徳大寺領宮河荘の荘域内と推定される。推定される宮河荘内の中世

-3-



第 1表 周辺の遺跡

野号 遺跡第 時 代 種別 番 号 遺跡名 時 代 種別

1 鵜坂 I遺跡 古墳・古代・中近世 柔落・生産址 時田 I遺跡 古代。中近世 集落

2 鵜坂寺遺跡 中世 社寺 中名Ⅱ遺跡 古代・中近世 集落

3 宮ヶ島Ⅱ遺跡 中近世 散布地 中名 I遺跡 古墳・古代・中近世 集落

4 安田城跡 中近世 城館 道場 I遺跡 中近世 集落

5 友坂遺跡 鶴文・古代。中近世 軍 落・城 餌 清水島Ⅱ遺跡 中近世 集落

6 砂子田 I遺跡 古墳。古代・中近世 集落 堀 I遺跡 中近世 墓・塚

7 袋遺跡 古代 散布地 堀Ⅱ遺跡 近 世 集落

直場 Ⅱ遺跡 中近世 集落 金屋南遺跡 古代～近世 集落・墓・生産

中名Ⅵ遺跡 古代・中近世 集落 羽根下立遺跡 縄文・弥生・古代～近裡 集落

中名V遺跡 古墳・古代・中近世 集落

遺跡としては本遺跡南方に所在する清水島Ⅱ遺跡、中名 IoⅡ oV・ Ⅵ遺跡、持田 I遺跡、道場 I遺

跡、道場Ⅱ遺跡等が知られ、そのうち道場 I遺跡では中世荘園の物流拠点的遺構群が検出されている。

本遺跡では平成 17年度の発掘調査でB区より掘立柱建物・井戸・土坑が検出され、小規模な集落が存

在したことが明らかとなっている。また、中世城郭では、豊臣秀吉が佐々成政を攻めた際の陣営となっ

た白鳥城、その支城の安田城 (国史跡)や大蛤城などが存在する。            (折 原)

Ⅲ 調査の概要

1 調査の経過
発掘調査は、平成19年■月4日 より開始し、同年H月 16日 に終了した。

H月 4日  発掘の準備を行 う。
H月 5日  盛土・表土除去は13-2地点より開始し、13-2、 12-7・ 8地点を終了する。

11月 6日  2-2、 3-1・ 2・ 3・ 13、 6-7地点の表土除去作業を行 う。

11月 7日  12-7・ 8地点の包含層掘り下げを行 う。

11月 9日  12-8地点の遺構調査を開始、12-7地点の調査を終了し、3-2・ 3・ 13、 2-2地点の

精査を実施、遺構や遺物包含層が無いことを確認する。

11月 10日  12-8地点の遺構調査を継続する。

11月 13日  12-8地点の遺構調査を継続する。

■月14日  12-8地点の調査を終了する。12-1・ 2・ 3、 6-7地点の埋め戻しを開始する。

11月 15日  各地点の埋め戻しを終了する。

11月 16日  機材等撤収し、調査を終了する。

2 発掘調査の方法
発掘調査は、宅地建物建設予定地 9地点を対象として実施し、盛土及び表土除去後、遺構と遺物包

含層の有無を確認し、宅地造成による削平が遺物包含層を保護できない深さまで掘削される場合、本

調査を実施した。その結果、12-7・ 12-8・ 6-7の 3地点で遺物包含層が確認され、13-2、 3-1・ 3

-2・ 3-3・ 3-13・ 2-2地点では遺物包含層及び遺構は確認されなかった。遺物包含層が確認された

3地′点の内、造成時の削平が遺物包含層の影響を及ぼす12-7・ 12-8地点が本調査対象となつた。
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第3図 平成 19年度調査地点
調査地点名は建設予定の宅地区画名をそのまま用い、所在地と調査面積及び平成17年度発掘調査の区

名との対応は第 2表の通りとなる。

グリッドは平成17年度発掘調査区のグリッドを踏襲し、全ての地区を覆 うように公共座標を用い10

m× 10mの グリンドを設定した。呼称方法は大グリッドの東西軸を西よリアルファベットでA・ B・

C・ ・・、南北軸を北より00・ 0。 1・ 2・ 3・ ・ 。として西北の交点を代表させた。

表土は重機を用いて除去し、遺物包含層掘り下げ及び遺構確認作業は人力を用いて実施した。遺構

平面図及び断面図は1/20を基本縮尺とした。写真撮影は3511ull判白黒ネガ、3511ull判 カラーポジ、 6× 7

判白黒ネガを使用した。

3 整理調査の方法
整理調査は、発掘調査で得た資料・遺物を対象にして実施した。

出土遺物は細片に至るまで全量水洗いした後、インクジェットプリンターを使用して注記した。但

し、注記不可能な微細片については注記したポリ袋に収納した。
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第 2表 調査地点一覧表

4 基本層序
基本層序は平成17年度調査時の基本層序に従う。

A地区

I層  表土

Ⅳ層  暗灰褐色砂質土

V層  暗灰褐土

Ⅵ層  黒褐色粘質土

Ⅶ層  黄灰褐色砂質土

B地区

I層  表土

I′層  表上の酸化層
V層  暗灰褐色土

Ⅵ層  黒褐色粘質土

Ⅶ層  黄灰褐色砂質土

C地区

I層  表土

I′層  表上の酸化層
Ⅱ層  褐色砂質土

Ⅲ層  灰褐色砂質土

Ⅳ層  暗灰褐色砂質土

V層  暗灰褐色土

Ⅵ層  黒褐色粘質土

Ⅶ層  黄灰褐色砂質土

Ⅷ層  灰褐色砂質土

Ⅸ層  灰褐色土

X層  黒褐色粘質土 古墳時代包含層

第 5図 A地区の基本層序

�

第 6図 B・ C地区の基本層序

古代包含層

遺構確認面

中世遺物包含層

遺構確認面

周査地丼 所在地 調査面積 遺構 遺物包含層 遺物
平成 17年展
汗 巌 誦 杏 反 備考

13-2 冨 山 市 婦 中 町 端 坂 51-42 49 rr

12-7 富山市婦中町鵜坂51-51 64rド 離 有
主 HHI苓

土錘
A2区

12--8 富山市婦中町鵜坂51-52 ２ｍ
土坑2基 ピット
畑跡

有

土師器・須恵
器・灰釉陶器・

土錘・製塩土
器・石製品

A-2区

6-7 富山市婦中町鵜坂51-179 ２
ｍ 溝1条 ピット征 征 C-4区

遺物の出土は無いが、中
世遺物包含層に対応する
国財存芹

3-1 冨 山 雨 婦 甲 軒 鵜 坂 5 -144 4面 4E 鉦
＾

睡
ヽ B-2区

3-2 富山市婦中町鵜坂5 -115 ／ｍ 離
い

鉦
小

征
ヽ

B-2区
3-3 富 山 市 婦 中 町 鵜 坂 5 ―-116 ｍ́ B-2区
3-13 冨 山 雨 婦 甲 軒 鵜 坂 5 ｍ́ 鉦

ヽ
B-3区

宮 山 市 婦 中 HT鵜坂 5 ２ｍ 睡 征 B-3区

A地 区

H=10300m

I

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

B地 区

C地 区

H=10600m

‐
一‐一
Ｈ
）Ⅲ
Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅸ

X

XI層 黄灰色砂層 遺構確認面
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5 各地 点の概要
今回調査した各地点は 9地点に及ぶが、この内の13-2・ 3-1・ 3-2・ 3-3・ 3-13の 6地点では遺

物包含層及び遺構が無く、12-7・ 12-8・ 6-7地点において遺物包含層が確認されている。遺物包含

層が確認された 3地点の内、6-7地 ′点は造成による削平が遺物包含層に影響を与えないため本調査

対象外となり、影響のある12-7及び12-8地点に関しては本調査を実施し、この内の12-7地点は遺物

が少量出上しただけで、12-8地点は多量の遺物とともに遺構が検出されている。12-8地点以外の6

地点については本項に概要を記すだけとし、12-8。 12-7・ 6-7地点の詳細については次章に記述する。

13-2地点 (第 7図  図版 1-1)

遺跡北東部、平成 17年度調査A-1地 区の北側に位置する。調査の結果、遺構・遺物は検出されて
いない。土層の堆積は現地表面より約 lmの深さまで盛土となり、盛上下にA地区基本層序のV層暗灰

褐色上、Ⅶ層黄灰褐色砂質上の順序で堆積しており、古代包含層に相当するⅥ層黒褐色粘質土が消失

している。

12-フ 地点 (第 7図  図版 1-2)

遺跡北東部、平成17年度調査A-2地 区の北側に位置する。調査の結果、遺物包含層が検出されて
いるが、遺物は少量で、遺構は無い。土層の堆積は現地表面より約 1.2mの深さまで盛土となり、盛土

下はA地区基本層序のV層暗灰褐色土上面まで削平を受けているが、僅かであるが I層表土及びⅣ層

暗灰褐色砂質上が部分的に残存し、V層以下は古代包含層であるⅥ層黒褐色粘質上、遺構確認面であ

るⅦ層黄灰褐色砂質上の順序で堆積している。遺構確認面であるⅦ層は北東方向にやや傾斜しており、

本地′点の東方に埋没谷が存在することを予想させる。

12-3地点 (第 7図  図版 2・ 3)

遺跡北東部、平成17年度調査A-2地 区の北側に位置する。調査の結果、遺物包含層が検出され、多
量の遺物と遺構が検出されている。土層の堆積は現地表面より約1.2mの深さまで盛土となり、盛上下

はA地区基本層序のV層暗灰褐色土上面まで削平を受けているが、僅かであるが I層表土及びⅣ層暗

灰褐色砂質上が部分的に残存し、V層以下は古代包含層であるⅥ層黒褐色粘質土、遺構確認面であるⅦ

層黄灰褐色砂質上の順序で堆積している

6-7地 点 (第 7図  図版 1-3)

遺跡東南部、平成17年度調査C-4地 区の北側に位置する。調査の結果、遺物の出土は無いが中世
の遺物包含層に相当するC区基本層序のⅥ層黒褐色粘質土と遺構が検出されている。本調査は宅地造

成に伴 う削平が遺物包含層への影響が及ばないため実施しなかったが、遺物包含層の層厚等を確認す

るため一部を掘り下げ、遺構確認面となるⅦ層黄色砂層より溝とピントが検出する。土層の堆積は現

地表面より約0.75～ 1.Omの深さまで盛土となり、盛上下はC地区基本層序の I層表土層、Ⅱ層褐色砂

質土、Ⅲ層灰褐色砂質上、Ⅳ層暗灰褐色砂質上、中世に形成されたと推測されるⅥ層黒褐色粘質土、遺

構確認面であるⅦ層黄灰褐色砂質上の順序で堆積している。

3-1地 点 (第 8図  図版 1-4)

遺跡西部、平成17年度調査B-2地 区の南側に位置する。調査の結果、遺構・遺物は検出されてい

ない。土層の堆積は現地表面より約0,9mの深さまで盛土となり、盛土下にB地区基本層序のⅦ層黄灰

褐色砂質土となる。
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第8図 3-1・ 3-2・ 3-3・ 3-13・ 2-2地点の平面と層序

3-2地 点 (第 8図  図版 1-5)

遺跡西部、平成17年度調査B-2地 区の南側に位置する。調査の結果、遺構 。遺物は検出されてい

ない。土層の堆積は現地表面より約1.2mの深さまで盛土となり、盛上下にB地区基本層序のⅦ層黄灰

褐色砂質土となる。

3-3地 点 (第 8図  図版 1-6)

遺跡西部、平成17年度調査B-2地 区の南側に位置する。調査の結果、遺構・遺物は検出されてい

ない。土層の堆積は現地表面より約1.lmの深さまで盛土となり、盛上下にB地区基本層序のⅦ層黄灰

褐色砂質土となる。

3-13地点 (第 8図  図版 1-7)

遺跡西部、平成17年度調査B-3地 区の北側に位置する。調査の結果、遺構 。遺物は検出されてい

ない。上層の堆積は現地表面より約1.lmの深さまで盛土となり、盛上下にB地区基本層序のⅦ層黄灰

褐色砂質土となる。

2-2地 点 (第 8図  図版 1-8)

遺跡西部、平成17年度調査B-3地 区の南側に位置する。調査の結果、遺構・遺物は検出されてい

ない。上層の堆積は現地表面より約 0。 9mの深さまで盛土となり、盛上下にB地区基本層序のⅦ層黄灰

褐色砂質土となる。                                (藤 田登)
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Ⅳ 遺構 H遺物

1 概要
今回の調査では、12-8・ 12-7・ 6-7の 3地点で遺構 。遺物が検出されている。12-8地点は平成 17

年度調査のA-2地 区に隣接し、古代の遺物と土坑・溝が検出されている。12-7地点は平成17年度調

査のA-2区に隣接し、古代の遺物が少量出土しただけである。6-7地 点は平成17年度調査のC-4

区に隣接し、中世と思われる溝とピットが確認されている。

2 12-7地 点

遺物は土師器・土錘が出上し、遺構は検出されていない。

遺物 (第 12図 図版 4)

1はロクロ土師器の有台不である。柱状高台で、底部は右回転糸切 りである。2～ 4は土錘である。

2は孔部の両端の出入り口部周辺が孔部に直交する面を成し、 3・ 4には面がみられない。

3 12-8地 点
検出された遺構は古代の上坑 2基・畑跡が存在し、遺物は須恵器・土師器・灰釉陶器・土錘・製塩

土器が出土している。

土坑

SK201(第 14～ 17図 図版 3-2・ 3)

調査区の西端に位置する。畑址を切る。形状は長軸長350cIIl以上×短軸長250clll以上の不整形を呈し、

深さは最深部で38cmを測 り、底面は凹凸が激しい。遺物は覆土中より上錘と土師器片が出土し、その

内の上錘は集中して出土しており、一網分の可能性が考えられる出土状況である。

SK202(第 14～ 16・ 18～22図  図版 2-2、 3-1)

調査区の南部に位置する。畑址を切る。形状は長軸長520cIIl以上×短軸長490clll以上の不整形を呈し、

深さは30cm前後で、底面は凹凸が激しく、ピットが多数存在する。壁は傾斜して立ち上がる。覆上を

見ると、複雑な堆積状況が認められ、ここでは一応一基として取り扱っているものの数基の遺構が重

複していると考えられる。遺物は覆土中より上錘・須恵器 。土師器・石製品 。自然礫が多量に出上し

ている。土錘の出土状況を見ると集中が大きく2群にわかれ、土錘集中範囲の外側に石器 。自然礫が

多い傾向がみられる。

0              5cm

12-7地点出土遺物
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SD205
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十      ・    第 13図   12-8地 点全体図
畑跡

SD201～ 203・ 205(第 14・ 23図  図版 3-4)

調査区の西半部に畝溝状遺構と推測されるSD201～ 203・ 205が検出されている。SD201～ 203・ 205は長軸

方向をN75～95即 とし、覆上が灰褐色土で、ひとつのまとまりとして捉えることができる。SD201・ 202は

SK202に、SD203は SK201に切られており、畑址はSK201・ 202以前と考えられる。畑サクの断面形状は幅30～

45cm× 深さ4～ 20clllの 「U」 字状形を呈している。底面は凹凸が比較的少ない。遺物は出上していない。

SD204(第 23図 図版 3-5)

調査区の東北部より検出されている。畝溝状遺構の一部と思われる。長軸方向をN12° Wと し、断面形

状は幅30clll× 深さ 5 clllの皿状形を呈している。覆土は黒褐色上で、SD201～ 203・ 205と は異なり、時期

差があるものと推測される。底面は凹凸が激しい。遺物は出上していない。

遺物

SK201(第 17図 図版 4)

1はロクロ土師器の無台椀である。日縁部が僅かに外反し、底部は右回転糸切 りである。 2～ 27は

土錘である。 1～ 20は孔部径が 6 Hll■前後、重量が30g以下の樽あるいは卵型 (細辻真澄 2001・ 2004)

を呈す土錘で、16～ 18は孔部下端が孔部に対して直交する面を有し、19・ 20は孔部両端に面を有して

いる。21～ 27は孔部径が1.71114前後、重量が約40～80gの卵から樽型を呈す土錘で、25～ 27に は孔部両

端の入 り口に孔部に直交する面が見られる。

〇
〇
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∞
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十

0              2m
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SK202
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∂
翠
Q

SK202土 層

♀   l  ηm

1層  淡灰褐色粘質土
2層  淡灰褐色粘質土
3層  暗灰褐色粘質土
4層  暗灰掲色粘質土
5層  黒灰褐色粘質土
6層  明灰褐色粘質土

SK201 ・ 202、  SD201

-17-

暗褐色上が斑状に混入 粘性有
全体に砂粒を含む 粘性有 しま
暗褐色土粒を多く含む 粘性有
灰色粘土粒を多く含む 粘性良好
黒色土粒を多く含む 粘性良好
黒色粘土粒を少量含む 粘性良好

～ 03平面 図

しまりやや不良
り有
しまりやや不良
しまり有
しまりやや不良
しまりやや不良

第 14図
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第 15図  SK20卜 202、 SD201～ 203断面図
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第 16図   SK201・ 202遺物出土状況

SK202(第 19～22図  図版 4～ 6)

1～ 9はロクロ土師器無台椀である。 1～ 4は 口縁部が内湾気味に立ち上がり、 5～ 9は 口縁部が

外反する。 9の体部外面に黒色付着物がある。10は ロクロ土師器椀で、口縁部が外反する。11は ロク

ロ土師器の無台椀で、内外面全面に赤彩痕がみられる。 12・ 13は ロクロ土師器無台椀で、12は内面が

黒色処理を施され、13はやや高めの高台である。 14・ 15は ロクロ土師器小型甕である。14は 口縁部が

受け口状となり、外面に煤が付着する。15はかなり小さな甕で、底部は糸切 りである。16～ 18は土師

器鍋で、日縁部は内側に折り返し丸く肥厚させる。19は須恵器双耳瓶の口縁部片で、日縁部の断面が

三角形となる。20は須恵器双耳瓶の肩部片で、隆帯は台形断面となる。21は須恵器甕の胴部片で、外

面叩き、内面当て目となる。22～25は製塩土器片である。22は 口縁部片、23・ 24は月同部片、25は底部

片で、全体の判明する資料は無いが平底型 (戸潤幹夫 1983)を呈していたと推測される。26～ 56は

- 19-
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第 18図   SK202土錘出上分布状況

土錘である。26は細身の棒状を呈し、重量が10g以下である。27・ 28は俵型を呈し、重量が10～ 30gの

やや小型で、28は孔部両端が面取り状となる。29～ 56は俵型を呈し、重量が40g以上となり、33～ 44は

孔部の片端が面取り状と、45～49は孔部の両端が面取り状となる。57は砥石で、破砕操の操被面側に

砥面が見られ、砥面は多角形状となる。58は磨石で、扁平な自然礫の片面に磨痕が、側面の3/4に敲打

痕がみられる。59は磨石で、円盤状の自然礫の 2面に磨痕が存在する。60は敲石で、円盤状の自然礫

の側面3/4に敲打痕がみられる。61は磨石で、扁平な自然礫の 2面に磨痕がみられる。62は磨石で、扁

平な自然礫の片面に磨痕が、側面の 2ヶ 所に敲打痕がみられる。63は磨石で、扁平な自然操の片面に

磨痕が、側面端部に敲打痕がみられる。64は磨石で、棒状の自然礫の 3面に磨痕がみられる。65は敲

石で、棒状の自然礫の端面に敲打痕がみられる。66は砥石で、棒状の自然礫の 3面に砥面が、側面 3ヶ

所に敲打痕がみられる。

SD05(第 23図 図版 4)

1は土錘で、俵型を呈し、孔部片端に面が見られる。

包含層出土遺物 (第 24図  図版 6)

包含層より須恵器 。上師器・製塩土器・土錘が出上しているが、SK201或 いはSK202の いずれかに伴

うものと思われる。

1は ロクロ土師器の無台椀で、内面は黒色処理が施され、外面は煤が付着する。2はロクロ土師器の

有台皿で、やや高い高台を有している。3は須恵器瓶類の蓋である。外面天状部中央が手持ちヘラケズ

リとなる。 4は須恵器甕の肩部片で、外面が叩き、内面が当て日となる。 5は灰釉陶器の椀で、やや厚

めの釉を浸け掛けしている。 6・ 7は須恵器三筋壼である。 6は肩部片で、隆帯の断面は台形を呈す

る。7は肩～頸部片と月同下部の破片で、接合はできないが同一個体と推測される。隆帯の断面は三角形

を呈している。 8～ 14は製塩土器である。 8・ 9が 口縁部片、10～ 13が胴部片で、10の内面にはハケロ

が認められる。14は胴部片で、上下両端が接合面より剥落している。15～20は土錘である。いずれも小

片であるが、重量が40g以上の俵型を呈していたと推測される。
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第 19図   SK202出 土遺物 (1)
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SD206

A L=10.80m

―

第 25 図  SD206・ P201

4 6-7地 点

6-7地 点は本調査封象とはならなかったが、層位確認で調査区の一部を深掘 りしたところ溝 1条

とピット1基が検出されている。遺物は出土していない。

SD206(第25図 )

調査区の北西部に位置し、ほぼ東西方向を直線的に走向する。東西両端は調査区外に延びる。断面

形状は幅30cm× 深さ8 cmの 逆台形状を呈する。遺物は出上していないが、近隣に位置する平成17年度

発掘のC-4区 の調査成果に照合すると層位的に中世段階と考えられる。

P201(第25図 )

調査区の南西部に位置する。径20cmの 円形を呈し、断面形状は深さ20cmの逆台形状を呈する。遺物

は出上していないが、近隣に位置する平成17年度発掘のC-4区の調査成果に照合すると層位的に中世

段階と考えられる。

5  遺物観察表
第 3表  12-7地 点遺物観察表

(折原 )

2m

〆
一

番 号
種
剛
器
緒

法 量 Cm 0胎土②色調③焼成 成。整形の特徴

1
主 H甲希

有台椀
ロ ー  底 46 高 ― 0砂粒②赤橙色③酸化 右回転糸切り。。

土製品
十 録

径3.4J棄さ4.4 子しイ壬1,7
重さ37.3餃

Э砂粒②赤橙色③酸化
巻きつけ。孔部両端が面取り状となる。樽
r_」
^

3
土製品
十 極

径― 長さ(42)子し径―
重さ(1218宜 )

D砂粒②暗灰褐色③酸化 巻きつけ。樽型。

上製 品

十舒
医― 長さ(44)子し径―
言太r鯨 ,9お Э砂粒②灰褐色③酸化 巻きつけ。樽型。

-28-



第 4表   SK20刊 遺物観察表

番号
種
別
器
障 法 量 ①胎土②色調③焼成 成・整形の特徴

1
主 日中恭

無台椀
口 12.5  底 5,3  高 50 O砂粒②明橙色③酸化 右回転糸切り。。

2
主製 品

土錘

径21 長さ28 了し径0.65
重さ10.67貿

①砂粒②灰褐色③酸化 巻きつけ。卵型。

3
土製品
十 純

径26長さ375子し径0.6
重さ20.0猿

0砂粒②にぶい赤橙色③酸
F″

巻きつけ。卵型。

4
土製品
土錘

径 (2.20)長 さ(265)孔径06
重さ(1249R)

①砂粒②灰褐色③酸化 巻きつけ。卵型。

5
土製品
土錘

径26 長さ37 子L径06
重さ1909貿

①砂粒②橙褐色③酸化 巻きつけ。卵型。

6
口中製
錘
土
土

径26長さ375孔径0.6
重さ20.01g

③砂粒②淡橙色③酸化 巻きつけ。卵型。

7
土製品
土錘

径2.5 長さ3.65 子し径0,7
重さ16.94R

③砂粒②橙褐色③酸化 巻きつけ。卵型。

8
土製品
十 極

径28長さ3.9子 L径06
重さ24.79宜

0砂粒②橙褐色③酸化 巻きつけ。卵型。

9
主裂 舶

土錘

径2,7 長さ37 孔4垂 075
童さ22.3教

0砂粒②橙褐色③酸化 巻きつけ。卵型。

土製品
+缶

径28長 さ385孔径06
舌六クR ttfr 0砂粒②淡赤橙色③酸化 巻きつけ。卵型。

11
主 製 品

土錘
径30 長さ375 孔径06
重さ27.10R

0砂粒②淡赤橙色③酸化 巻きつけ。卵型。

土製 品
十徹

径2.55長さ4,2孔径065
責 六夕RO∩ g O砂粒②橙褐色③酸化 巻きつけ。卵型。

土製品
土錘

径27長さ41孔径06
重さ2445R

Э砂粒②橙褐色③酸化 巻きつけ。卵型。

土製品

土錘
径 29 長さ4.1 子し径 07
琶六夕AR夕 g 0砂粒②淡赤橙色③酸化 巻きつけ。樽型。

土製品
土錘

径31 J棄さ425 子しイ壬0.6
重さ29.66富

0砂粒②淡赤橙色③酸化 巻きつけ。卵型。

主 製 品

土錘
径24 長さ33 7し径0.6
重さ15,1祭

0砂粒②橙褐色③酸化 巻きつけ。孔部片端に面取り。卵型。

土製品
十錐

径2.95長 さ3.6孔径07
重さ2801g

Э砂粒②橙褐色③酸化 巻きつけ。孔都片端に面取り。卵型。

主 製 品

土錘
径2.95 長さ375 7L径 07
重さ2800寅

0砂粒②橙褐色③酸化 巻きつけ。孔部片端に面取り。卵型。

土製品
十 揺

径29長さ42了し径06
責 六界 oo。

0砂粒②淡赤橙色③酸化 巻きつけ。孔部両端に面取り。樽型。

口ｍ裂
錘
土
土

径275長さ45子し径0,7
重さ2820g Э砂粒②淡赤橙色③酸化 巻きつけ。孔部両端に面取り。樽型。

土製品
土錘

径― 長さ55子し径―
重さ(25.41)質

0砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部両端に面取り。卵型。

口ｍ
製
錘
土
土

径41長さ56子 L径 175
重さ76.42富

0砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。樽型。

上裂 品

土錘

径435 J霊さ525 子と雀:18
重さ64,7破

Э砂粒②明橙色③酸化 巻きつけ。樽型。

土製品
十錘

径 (4.1)長さ45孔径 1.8
重さ(6471宜 ) Э砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。樽型。

主 裂 品

土錘
径3.85 長さ4.8 孔径16
重さ61.34質

0砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部両端面取り。樽型。

土製品
十 絲

径4.1 長さ41 子L径 16
重さ40.6後

0砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部両端面取り。樽型。

主裂 前

土錘

径42 長さ51 孔径 1.8
重さ648破 Э砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部両端面取り。樽型。

第 5表  SK202遺物観察表 (1)

番号
種
別
器
種 法 量 ①胎土②色調③焼成 成・整形の特徴

ユ
主 H甲 喬

無台椀
口 (11.2)底 50  高 3.8 Э砂粒②淡赤橙色③酸化 右回転糸切り。 内外面に赤影

2
主 H中 器

無台椀
口 (122)底 (50)高 42 υ官針 砂 柾⑫徐亦橙色∪

墜イヒ
右回転糸切り。 内外面に煤

3
土師器
無台椀

口 (12.0) 底  50  高 40 り砂粒⑫に
ぶい赤橙色③酸

レ 回転糸切り。
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第 6表  SK202遺物観察表 (2)

番号
種
別
器
瞳 法 旦皇 Э胎土②色調③焼成 成・整形の特徴

4
二 叩 喬

無台椀
口 (132)底 54  高 50 り砂粒⑫にふい赤橙色⑨酸 右回転糸切り。

5
主 日中恭

無台椀
口 (120)底 54  高 45 D砂粒②灰白色③酸化 右回転糸切り。 底面に煤

6
土師器
錘 台 柿

口 (110)底 54  高 3.5 D砂粒②灰白色⑥酸化 右回転糸切り。

7
主 H中希

無台椀
口 (12.2)底 (50)高 41 ①骨針

・砂粒②赤橙色③酸
化

右回転糸切り。

8
土日中器
無台椀

口 (120)底 48  高 42 υ骨針
・砂粒②淡赤橙色③

吟イヒ 右回転糸切り。

9
土師器
無台椀

口 (122)底 54  高 Э骨針・砂粒②淡赤橙色③
勢イ陀 右回転糸切り。

体都外面に景
魯`付着物

土師器
椀

口 (15,0)底 一  高 ― D砂粒②赤橙色③酸化 ロクロ調整。

土師器
鉦 台 赫

ロ ー    底 50  高
(37)

Э砂粒②赤橙色③酸化 右回転糸切り。 内外面に赤髪

土 帥 器

有台椀
ロ ー    底 5,0  高
(38)

D砂粒②浅黄橙色③酸化 右回転糸切り。内面ミガキ 内面黒色処閣

土帥器
有台椀

口 (160)底 48  高 76 D砂粒②浅黄橙色③酸化 右回転ロクロ、回転糸切り。
主 印 器

小甕
口(180) 底 ―  高― D砂粒②橙褐色③酸化 ロクロ調整。 外面に煤

土師器
/1ヽ終

ロ ー   底 70 高― υ骨針
・砂粒②にぶい貢橙

色⑥酸化
ロクロ調整。回転糸t7」り。内面月同部下端ヘ

ラナデ。
土師器
鍋

口 (400) 底  一   高 一
①砂粒②にぶい赤橙色③酸
化

ロクロ調整。

土 H中器

鋼
口 (420)底 ―  高― l1/礫砂 柾∪検亦橙色∪腰

化
ロクロ調整。外面体部下半ケズリ。

土師器
鍋

口 (42.0) 底 局 ― D礫・骨針②明橙色③酸化 ロクロ調整。外面体部下半ケズリ。

須 息 希

甕
口 (11.0)底 一  高― Э砂粒②黒灰色③還元 ロクロ調整。

須恵器
三縮市

ロ ー   底 一  高一 Э砂粒②黒灰色③還元 ロクロ調整。

察 思 恭

甕
ロ ー   底 一  高―

里
ど
死

①
還
色粒。白色粒②灰色③ ロクロ調整。

22

23

24

25

製塩土器
鉢
製塩土器
鉢
製塩土器
鉢
製塩土器
鉢

ロ ー   底 ―  高― 0砂粒②赤橙色③酸化 粘土紐接合痕。

ロ ー   底 ―  高― Э砂粒②赤橙色③酸化 粘土紐接合痕。

ロ ー   底 ―  高― O砂粒②赤橙色③酸化 壮土紐接合痕。

ロ ー   底 ―  高― 0砂粒②淡黄橙色③酸化 粘土組接合痕。

土製品
土錘

長さ

重量

58  4至  14  子し宅登 045
789 Э砂粒②灰褐色③酸化 巻きつけ。寸胴型。

土製品
土錘

長さ 58 径 14 孔径 0,70
重量 1592

Э砂粒②灰褐色③酸化 巻きつけ。樽型。

土段 品

土錘

長さ 43 径 28 子し径 060
重彊旨 2992 Э砂粒②灰褐色③酸化 巻きつけ。孔郡両端面取り。樽型。

口ｍ製
錘
土
土

長さ 50 径 50 孔径 2,0
重量 84.59

D砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。樽型。

上裂 品

土錘

長さ 53 径 4.9 子L径 16
重量 83.39

∪υ柾・監狛∪淡亦橙色 t3/

酸化
巻きつけ。樽型。

土製品
土錘

長さ 54 径 4.2 孔径 17
目豆看肇 6424

D砂粒・軽石②淡赤橙色③
∽イレ 巻きつけ。樽型。

主製 品

土錘

長さ ―   径 ―  ■L径 ―
重量 ―

①砂粒・軽石⑫灰褐色③酸
化

巻きつけ。樽型。

土製品
十 極

長さ 50 径 46 孔径 16
舌 暑

Э砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部片端面取り。樽型。

止 裂 れ

土錘
長さ 49 径 43 孔径
重量 6867

D砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部片端面取り。樽型。
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第 7表  SK202遺物観察表 (3)

番号
種
別
器
種 法 皇

皇 ①胎土②色調③焼成 成・整形の特徴

工 毅 m
土錘

長さ 49 径 4.2 孔径 1.5
亘曇哲聖 6956 ①砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部片端面取り。樽型。

土製品
土錘

長さ 54 径 3.6 孔径 1.6
重量 ―

①砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部片端面取り。樽型。

土製品

土錘
長さ 50 径 5.0 孔径 X9
亘豆ξ雪 90.65

①砂粒②淡赤橙色③酸化 巻きつけ。孔都片端面取り。樽型。

口帥製
錘
土
土

長さ 52 径 3,9 孔径 17
目き看き 5820

③砂粒・軽石②黒褐色③酸
イレ 巻きつけ。子し部片端面取り。樽型。

土段 品

土錘

長さ 54 径 4.4 子し径 1,7
重量 8004

①砂粒。軽石②灰白色③酸
化

巻きつけ。孔都片端面取り。樽型。

土製品
十 揺

長さ 58 径 38 孔径 16
ロヨ看肇 6556 ①砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部片端面取り。樽型。

41

42

主 製 舶

土錘

土製品
土錘

長さ 58 径 45 孔径 16
重量 7702
長さ 50 径 46 子L径 16
目雪置雪 10763

①砂粒②灰白色③酸化

①砂粒②灰白色③酸化

巻きつけ。孔部片端面取り。樽型。

巻きつけ。孔部片端面取り。樽型。

土製品
十 樋

長さ 62 径 45 孔径 17
ロヨ看妻 8096 ③砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部片端面取り。樽型。

上 裂 舶

土錘
長さ 64 径 50 子L径 17
重量 ―

O砂粒②淡赤橙色③酸化 巻きつけ。孔部片端面取り。樽型。

土製品
十 徹

長さ 4,1  径 41  7L径  20
ロミ看雪 4637質

D砂粒②明黄橙色③酸化 巻きつけ。孔部両端面取り。樽型。

土製品
土錘

長さ 44 径 42  孔宿豊 17
重量 50.63日

D砂粒②灰褐色③酸化 巻きつけ。孔部両端面取り。樽型。

土製品

土錘
長さ 51  径 40
亘三看彗 5806富

子L径
D砂粒②浅黄橙色③酸化 巻きつけ。孔部両端面取り。樽型。

土製品
十 絲

長さ 52 径 39 孔径 1,7
ロヨξ妻 5820質

υ砂粒・軽石②黒褐色③酸
「ヒ 巻きつけ。孔部両端面取り。樽型。

主 裂 前

土錘
長さ 5,0 径 45 孔径 2.0
重量 5486富

D砂粒・軽石②淡赤橙色③
唆イ比

巻きつけ。孔部両端面取り。樽型。

土製品
土錘

長さ ―  径 ― 孔径 1.6
琶 号 ―

D砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。樽型。

土製品
土錘

長さ 44 径 ―  孔径 ―
重量 ―

D砂粒・軽石②灰褐色③酸
「r 巻きつけ。樽型。

主 製 品

土錘
長さ 42 径 ―  子し径 ―
重量 ―

D砂粒②暗灰褐色③酸化 巻きつけ。樽型。

口叩製
樋
土
＋

長さ 31径 ―  子L径 ―
言 暑 ―

D砂粒②暗灰褐色⑥酸化 巻きつけ。樽型。

主 製 品

土錘
長さ ― 径 ―  孔径 ―
重量 ―

D砂粒②暗灰褐色③酸化 巻きつけ。樽型。

土製品
土錘

長さ ―  径 ―  子し径 ―
董畳 ―

D砂粒②淡赤橙色③酸化 巻きつけ。樽型。

土製品
十 揺

長さ 55 径 一  孔径 一
言 暑 ―

D砂粒②淡赤橙色③酸化 巻きつけ。樽型。

第 8表  SK202遺物観察表 (4)

番 号
種
別
器
種 法 旦皇 特徴

布
石
狛
砥

長さ (112)幅 7.5
葺董看彗40946買

)享さ 自然礫の破砕材の一面を砥石として利用している。砥面は多角形となる。
流紋岩。

器
石
石
磨

長さ 96  幅 77 厚さ
29重量34848R

自然礫の平の一面に磨滅痕、側面に敲打痕がみられる。

器
石
石
磨

長さ 87  幅 80 厚さ
3 7Ettξ贄368.48富

自然礫の平の二面に磨滅痕がみられる。

器

石

石

敲
長さ 83  幅 6.9 厚さ
34重量27747自

自然礫の平の側面に敲打痕がみられる。

器
石
石
磨

長さ 14.0  幅 11.1厚さ
47[且笹魯82777質

自然礫の平の面に摩滅痕がみられる。

器
石
石
磨

長さ 145  幅 11.6厚さ
4.4重量104117g

自然礫の平の2面に摩滅痕、側面に敲打痕がみられる。

器
石
石
磨

長さ 185   幅 84  厚さ
40重量89539富

自然操の平の1面に摩滅痕、側面端部に敲打痕がみられる。

器
石
石
磨

長さ 199  幅 9.8 厚さ
9,8[自亡き244986富

自然傑の平の3面に摩滅痕がみられる。

器

石

石

敲
長さ 19.9  幅 98 厚さ
98E自醤言2449 37Fr

自然礫の端部に敲打痕がみられる。

器

石

石

砥

長さ 19.9  幅 9,8 厚さ
98E自亡自244938質

自然礫の3面に摩滅痕、側面と端部に敲打痕がみられる。
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第 9表  SD205遺物観察表

番号
種

別

器

種 法 量 0胎土②色調③焼成 成・整形の特徴

l
主 製 品

土錘
宅ξ44 す甦さ4.4 子しそこ20
重さ4415貿

Э砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。孔部片端面取り。

第 10表  包含層出土遺物

番号
種
別
器
種 法 量 Cm 0胎土②色調③焼成 成・整形の特徴

1
土師器
無台椀

口

生

(13.6)底 (60)高 D砂礫②橙褐色③酸化
ロクロ調整。内面見込みにナテ、体部～口

縁部ミガキ。体都下端回転ヘラケズリ。底部
ナデハ

内面に黒色匁
理 。

2
土師器
右 台 続

ロ ー   底 (85)高 ― 0砂粒②灰白色③酸化 ロクロ調整。

3
狽思喬

蓋
ロ ー   底 ―  高 ― 0砂粒②灰白色③還元 右ロクロ調整。外面天丼部手持ちヘラケズ

i)_
短頸壺の蓋

4
須恵器
奉

ロ ー   底 ―  高 ― ①砂礫②灰白色③還元 外面叩き日、内面当て目。

5
灰釉陶器
碗

口 11.5 底 ―  高 ― 0砂礫②灰白色③還元 ロクロ調整。浸け掛け。

6
察患希
三筋壺

ロ ー  底 ―  高 一 0砂礫②黒灰色③還元 ロクロ調整。

7
須恵器
三結市

ロ ー  底 ―  高 ― ①砂粒②青灰色③還元 ロクロ調整。

8
殿 吼 土 希

鉢
ロ ー  底 ―  高 ― ①砂粒②赤橙色③酸化 粘土紐接合痕。

9
製塩土器
鉄

ロ ー  底 ―  高 ― υ砂柾 哺 針⑫亦橙色∪陵
Fヒ

粘土紐接合痕。

製 吼 主 喬

鉢
ロ ー  底 ―  高 ― υ砂柱

。言針⑫赤橙色⑨鍛
イレ 粘土紐接合痕。

製塩土器
鉢

ロ ー  底 ―  高 ― ①砂粒・傑②赤橙色③酸化 粘土紐接合痕。

製塩羊器
鉄  ∫ ロ ー  底 ―  高 一 ①砂粒②赤橙色③酸化 粘土紐接合痕。

裂塩土器
鉢

ロ ー  底 一  高 ― ①砂粒②赤橙色③酸化 粘土紐接合痕。

製塩土器
鉄

ロ ー  底 ―  高 ― ①砂粒②赤橙色③酸化 粘土組接合痕。

ドｍ製
錘
主
土

長さ 4.5 径 ―  孔径 ―
重量 ―

①砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。樽型。

土製品
土錘

長さ ― 径 ―  子し径 ―
萱 景 ―

①砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。面取り。樽型。

口ｍ
製
錘
土
土

長さ 3.7 径 ―  孔径 ―
重量 ―

①砂粒②暗灰褐色③酸化 巻きつけ。樽型。

上製品

土錘
長さ ― 径 一  子と径 ―
重量 一

①砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。樽型。

土製品
土錘

長さ ― 径 ―  子し径 ―
重量 ―

①砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。樽型。

上 殿 品

土錘
長さ ― 径 ―  孔径 ―
重量 ―

①砂粒②灰白色③酸化 巻きつけ。樽型。
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V 総括

今回の調査では、13-2・ 12-7・ 12-8・ 6-7・ 3-1・ 3-2・ 3-3・ 3-13・ 2-2の計 9地点の発掘

調査が実施されており、平成17年度の発掘調査での地区名に対応させると13-2・ 12-7・ 12-8の 3地

点がA地区、 6-7地 点がC地区、22・ 3-1・ 3-2・ 3-3・ 3-13の 5地点がB地区となる。発掘調

査で遺構・遺物が検出されたのは12-7・ 12-8。 6-7の 3地点だけで、前回の発掘調査でも遺構 。遺

物が希薄であつたB地区に位置する3-1・ 3-2・ 3-3・ 3-13の各地点では遺構・遺物ともに検出され

ていない。

12-7・ 12-8地点

ここでは、12-7・ 12-8地点の性格と土錘について触れる。

12-7・ 12-8の両地点は、ともに平安時代の遺物が出土しており、遺構は12-7地点において検出さ

れていないが12-8地点からは土坑と畑跡が検出されている。出土遺物の詳細な時期は池野正男氏の研

究成果 (池野正男 1997)を参考に検討すると次のようになる。本遺跡の上器群の特徴として、須恵

不類が少なく、土師器椀類が多い点があげられ、食器類において須恵器杯類主体から土師器椀類主体

への交換期は 9世紀第四半世紀とされることより、上限がそれ以後となり、 9世紀末～10世紀初頭ま

での上師器無台椀は日径 11～ 13cm、 それより後は12～ 13cmで、やや大型化するとされ、本遺跡の上師

器無台椀の口径が11～ 12cmが 主体になることより10世紀初頭以前が考えられ、以上より本遺跡の上器

群は 9世紀第四半世紀と推測される。土坑と畑跡の新旧関係は畑跡が古く、土坑が新しくなる。近接

する平成17年度発掘調査区のA-1と A-2区 では平安時代の畑址を主体として土坑・溝が検出され

ており、畑が古く上坑・溝が新しいこと、遺物も須恵器双耳瓶や土錘が目立つ点など12-8地′点と共通

するが、遺物出土量の点でA-1・ A-2の 両区は微量なのに対して、12-8地点は多量に出上してい

る点が異なり、遺物の多くが上坑 。溝に伴 うことから、その時期における中心的な遺構が12-8地点周

辺に存在していたためと思われる。本遺跡A地区の性格についてはSK201・ 202よ り出土した遺物群か

ら考えることができる。この遺物群は土錘・製塩土器が多量に存在し、敲石や磨石が多くみられるこ

とが特徴といえる。敲石と磨石はカマ ドなどの構築材として縄文時代の遺物が他所より搬入された可

能性もあるが、遺構構築材にむかない比較的小さな例が見られること、一部に鉄製工具に刃痕が存在

すること、偶然にしては出土量が多いことより平安時代の所産と考える。同時期の周辺遺跡で敲石と

内径
(嘲

90  100  
尋き,

第 26図  土錘の重量X孔径グラフ

・
・ :"h
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磨石がほとんど出上していないことよリー般的な道具というよりも特殊性の強い道具といえ、何らか

の生産用具とも考えられる。これらより鵜坂 I遺跡A地区は一般的な集落遺跡に比較して土錘・製塩

土器・敲石・磨石の出土量が多いことから生活の場というよりも生産の場的性格を有していたものと

思われる。

上錘は、SK201と SK202よ り多量に出土している。SK201で は重量が30g以下、孔径が0,6cm前後の例

が多く、一網分の上錘が埋もれたかのような状況で集中して出上している。SK202で は重量が40～ 90g、

孔径が1.7cm前後の例が多く、大きく2ヶ所に分かれて出上しており、二網分の土錘が存在していると

も考えられる。仮に土錘出土状況の各集中が一網分だとすると、最少数で10個前後、最大数で詳細な

出上位置が不明な包含層出上の上錘を考慮しても30個前後、20個強程度が予想される。これだけでは

当時の網の上錘利用数がどの程度であったかは言えないが、本例のような出土状況の類例が増加する

ことを期待したい。

6-7地 点

6-7地 点は、宅地造成による削平が遺物包含層相当層まで及ばず、本調査の対象外となったが一

部層位確認のため深掘 りを実施し、そこよリピット・溝が検出されている。遺物の出土は無いが平成

17年度調査のC-4地 区の層序を参考にすると中世に構築されたものと考えられる。 (折原 )
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図
版
１

刊 13-2地 点全景 北東より 2 12-7地点全景 南より

3 6-7地 点全景 南より 4 3-1地 点全景 東より
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ふ リカ`な

所収遺跡

ふりがな

所在地

ヨ‐―ド ]E添軍 只 維

調査期間
調査 向頼

調査原因
市町村 遺跡番号

rr

うさかいちいせき

鵜坂 I遺跡弾韓〕ｍ”噸］”

16362 132

６

０

８

３

４

２

137°

11′

17″

20071105

20071116
321だ 分譲宅地造成

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

鵜坂 I遺跡 集
落跡
生産遺跡

平安

中世

土坑
畑跡

漕……………
・・

ピット

土帥器・須恵器・灰
釉陶器・製塩土器・

土錘 石製品

土錘が集中して出土した。

構築時期は層位より推定。

要  約

鵜坂 I遺跡は、平成17年度に発掘調査が行われており、A～ Cの 3地区に遺構・遺物の集中
が存在することが明らかになっていた。今回調査した計9地′点の内、13-2・ 12-7・ 12-8の各
地点はA地区に6-7地点がC地区に、3-1・ 3-2・ 3-3・ 3-13の各地点がB地区に位置する。
遺構・遺物が検出された地点は12-7・ 12-8・ 6-7地点の3ヶ所に止まり、他の地点は検出
されていない。
12-7地点は古代の上師器・須恵器・土錘が少量出上している。
12-8地 J煮は古代の上坑・溝が検出され、遺物は土師器・須恵器・製塩土器・土錘・石器が
存在し、中でも土錘が集中して多量に出上した。
6-7地点は遺構・遺物の有無を調査するため一部を掘り下げたに止まるが、中世の溝と
ピットを検出している。
127・ 8地 J点を含む鵜坂 I遺跡のA地区は一般集落に比較して上錘・製塩土器・敲石・磨石
の出量が多く、生産の場的性格を有していたと思われる。
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